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２０１４年（平成２６年）

９月 Vol.１７２
大阪府議会議員 活動報告書

大 阪 府 議 会 議 員

都市整備・住宅まちつくり

常 任 委 員 会

府議会 大阪維新の会 幹事

田尻・泉南・阪南・岬 第１弾

大阪維新の会

大阪府政 報告書
はじめまして、大阪府議会議員 土井達也です。

いつも、こういう報告書を早朝の阪南市内の駅

頭で配布してきました。今後は、田尻町から岬町

までで、ご報告して参ります。

「みなさまと情報を共有し、ご意見・ご要望を

頂戴し、府議会にて政策・施策へ反映する」その

循環を作り出すための手段とします。今後は、み

なさまと、ともに考えられるよう情報の透明度を

増し、「寄らしむべし、知らしむべからず」とい

うことのない状況を作り出して参ります。

土 井 達 也 略 歴

街頭タウンミーティング お知らせ

場所：イオンモール
りんくう泉南

（海側バスターミナル 公道部分）

９月２８日（日）維新プイレス新聞折込

「維新プレス」という機関紙が、９月２８日（日）に新聞

折込されますので、ご覧ください。

１９６７年８月１日生まれ（４７歳）

妻と中３と小１の娘、４人家族

【学歴】

阪南町立 下荘保育所 (すべて当時の名称）

阪南町立 下荘小学校

阪南町立 貝掛中学校

桃山学院高等学校 入学

高２で父親の転勤に伴い編入学試験

千葉県立 船橋東高等学校 卒

明治大学 商学部 商学科 卒

和歌山大学大学院 修了 経済学修士

【職歴】

㈱長谷工コーポレーション

財経部

【議員】

阪南市議会議員

大阪府議会議員

府民文化常任委員会委員長

総務常任委員会副委員長

【表彰】

自治功労表彰

【その他】

泉南青年会議所（卒）

大阪府ＰＴＡ協議会副会長

泉南地区ＰＴＡ協議会会長

ホームページ：http://www.tdoi.net/

イオンモールりんくう泉南

〒590-0535

大阪府泉南市りんくう南浜3-12

日時：平成２６年
１０月１９日（日）

午後１時から２時まで

２０００年１２月から、手作りのホームページで情報共有

を図るようにしています。今は、改修中ですが、ご覧下さい。

http://www.tdoi.net/



「 大 阪 都 構 想 」 の 現 在 の 状 況
７月下旬に、大阪都構想の協定書（設計図）が完成し、総務省へ送ら

れました。法律に則って、手続きを進めました。その後、臨時議会。

また、８月１５日から、再度、同じ内容での臨時議会が開催され、２

７日までありました。

表向きには様々な報道がありますが、大阪府議会という現在の議論の

現場では、「大阪都構想」を「葬り去る勢力」と「推進する勢力」の大

激突が続いています。総務省へ協定書が送付されている間に、法定協議

会という場を無くしてしまって、国から帰ってくる協定書の受け皿を無

くしてしまおうとしているのが、「葬り去る勢力」の狙い。

今までどの自治体も取り組んだことの無い、地方自治体自らの大きな

統治機構の変更ですので、誰も先が読めません。しかし、統一地方選挙

でお約束をし、また、大阪秋の陣でのＷ選挙、出直し大阪市長選挙など

でも公約として掲げ、選挙を通じてみなさんと約束をしてきました。途

中で放り出したりせず、行けるところまでやり切るのが筋であると、私

自身はそのように考え、今が正念場と愚直に取り組んでいるところです。

９月２日に、総務省

から協定書（設計図）

が返ってきました。今

後は、９月からの府議

会・定例会に議案とし

て上程し、議会の議論

を経て、「住民投票」

に付すのが、法律上の

正規の手続きとなりま

す。

様々な面で、「東京一極集中」がとまり

ません。加えて、東京オリンピックも開催

されます。

以前、開放骨折で入院していました。こ

の報告書でも記載させて頂きました。

毎日、遠いところを病室まで見舞いに来

てくれる娘を見ていて、申し訳ない気持ち

でいっぱいになり、とても後悔をしました。

その気持ちは、娘が大人になった時、この大阪で仕事があり、生活を

していけるのか？という思いです。そして、変えられる立場にある自分

を振り返り、このままではいけないという思いでした。

大都市として牽引する使命を果たさなければならない、その機能が著

しく低下しているのが大阪です。大阪都構想を完成させ、強い大阪を、

その波及効果を府域全域に、次の世代に引き継ぎたい「大阪」の姿です。

次の世代に引き継ぐ「大阪」として、完成させたい

現在の中学２年生 入試制度変更
保護者の方々から、「入試制度が変更にな

るそうだが、早く教えてほしい」とのご意見

が、多数ありました。

公立高校の入試制度が変更になるのは、現

在の中学２年生が、高校受験を迎えるときか

らです。

８月下旬の大阪府教育委員会会議において、

方針（案）が了承され、今後、成案に向けて、議論していきます。

「案」は、私のホームページでリンクをはっていますので、ご覧下さ

い（http://www.tdoi.net/)。

中小企業への支援で、大阪信用保証協会

「経営改善サポート保証」という保証制度を行っ

ています。税理士さんから、「中小企業にとっ

てこんな良い制度があるのに活用されていない」

とのご意見があり。ＨＰ参照。

平成２６年５月９日

読売新聞

平成２６年９月１０日 朝日新聞


